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0 ．　Abstract

　Recently　OPAC 　or 　e
・Journals　have　been　spread   g，

therefore　student 　and 　other 　campus 　userg 　can 　obtain

蛆 sorts 　 of　information　 with 　 n 。　 need 　 to　 Visit　 the

campus ］ibrary．　However，　to　maintain 　itS　traditional

identity　 as 　the　 most 　important　 learn血 9　space 　f（）r

students ，　libraries　need 　to　renovate 　both　their

enVironments 　and 　operation 　strategies 　 and 　be　more

creative 　tO　cope 　with 　emerging 　learning　8tyles ．　This

study 　 suggests ，　 new 　 leaming　 gPace 　 and 　 common

space 　 and 　 invegtigate　 the （niteria　 that　 pmmotes
creative 　learning　enViron 皿 ents ，　the　ai皿 is　always 　to

achieve 　efficient 　Architectura1　planning　and 　Design　of

libraries　that　adds 　to　the　overall 　quality　of　campus
，
　as

a 　place　of　formal　a 皿 d　irrforrnal　learning．

1，研究の背景と 目的

　国立大学の とりま く環境が大きく変化 して い る。大学

環境では、大学の 法人化 、18 歳人 口 の 減 少、第三者評価

に よ る競争原理政策 の 導入 、 大学図書館 の 環境にお い て

は、情報化社会にお け る学習形態 の 変化、学生が 求める

能力 の変化 、大学 の 教育シ ス テ ム の 変化、電子 ジ ャ
ーナ

ル の 普及な ど、大学図書館が求め られる機能は多様化 し

て きて い る とい え る 。 そし て 、大学図書館に求め られ る

機能 と実際に提供 され る機能 の 間に は 格差が生 じ て きて

い る 。 さらに、大学図書館は学生の キ ャ ン パ ス 内 の 学習

空間 ・居場所 と し て も重要な施設 とし て の議論 もあり、

今後、従来の 図書館機能に加 えて 充実 した場所 の 提案 も

必要 に な っ て きて い る。

　こ れ らか ら本研究で は、学生や大学か ら求め られ る機

能と、実際の 計画をとの 隔た りをなく し、新 しい 学習空

間や居場所を提案す る こ とで今後 の 良好 な学習環境につ

い て の 可能性 を探 り、今後の図書館計画 の 指針を得る こ

とを目的 とす る。
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2 ．研究方法

　研究方法は文 献な どを用 い て 大学図書館の利用者 の 変

化 、 電子 ジ ャ
ーナ ル やデータベ ー

ス サービ ス の 導入状 況、

大学図書館 の 取 り巻 く現状に つ い て 調査 し、把握する。

そ の 後、大 学図書館の 学術情報基盤 と し て の 機能や建築

的空間の 意義を整理する。そ し て、すでに大学図書館 の

情報化に対応 して きて い る米国 に お い て の 展 開 に つ い て

把握す るた めに、平成 21 年 9 月 11，13，14 日の 3 日間エ モ

リ
ー

大学、ジ ョ
ー

ジアエ 科大学、カ リフ ォ ル ニ ア 州立大

学 サ ン マ ル コ ス 校 の 利用者の 行動 調査 、お よ び 、ヒ ア リ

ン グ調 査 を行 う。 ま た 、北米研 究図 書館 協 会（ARL ：

Association　of 　Research　Libraries）の ラ
ー

ニ ン グ ス ペ ー
ス の

導入プ ロ グ ラム の デ ィ レ ク ターで ある Crit　StUartへ の ヒ

ア リ ン グ調査 も行 う。以上 か ら、今後 の 建築的視点 にお

い て 、日本 の 大学図書館 の 計画 と学習 の 在 り方に っ い て

の 指針 を得 るe

大学 図書館 の状況変化

3 ・1 ，鷺子 化 の 普及 状況

　電子 ジ ャ
ーナ ル の 普及、所蔵資料のデジ タ ル 化等、学

術情報流通にお ける電子化 に つ い ては、この 15年程度 の

間に 急速に進展 しっ つ ある。国立大学図書館協会の 大学

に お け る電子ジ ャ
ーナ ル の 利 用 の 現状 につ い て の 調査 に

よれ ば、大学図書館にお ける電子 ジャ
ー

ナ ル の 総購読タ

イ トル 数は 57、平成 15年度に お い て は 全大学で 延 べ 85

万 タイ トル
、 国立大学で は 1 大学当た り約 4

，
900 タ イ ト

ル 、最多で 且4，000 タイ トル に達 し て い る大学もある。

3 −2 ．大 学教育シ ス テ ム の 変化

　大学 の 法 人化 や第三者評価 に よ る 競争原理 政策の 導入

な どに よ り、大 学は 自学の教育シ ス テ ム の特色化 ・個性

化 に努 めてお り、それ に伴 う教育施設 の充実 は課題 とな

っ て い る。そ して 、大学 に よ っ て は 講義型 の 授業だ けで

はな く PBL （Prob且em ・Based　Learning）等の 学生が 自主的

1 ］
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に 学習、体験す る学習 の 形式が広が りつ つ あり 、 こ れ ら

に 必 要 なハ
ー

ドと ソ フ トの 充実も課題 となっ て い る。 P

BL は問題解決能力の 向上 として   自主的に学習 し続け

る資質の 向上。  技量 と知識を個人か ら全 体に還元す る

コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力の 向上 。   人間 と して 円熟する

た めに 自己反省能力 の 獲得。な どの 能力 を獲得で きる教

育方 法 と して 医学部 を中心 に世界中で行 われ始めて い る。

3 −3 ．学生の 学習認識の 変化

　社会全般にお い て も働 く上 で 求 め られ る能力 も変化 し

てき て お り、それに伴い学生が求 める身につ けたい 能力

に も変化 が 表れ て き て い る。プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 能力、

理論 的能力、コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力な ど講義や 自主学

習以外で体験 ・学習す る能力が求め られて きて い る 。

4 ．大学図書館の新たな展開

4 − 1 ．イ ン フ ォ メ
ー

シ ョ ン／ラーニ ング コ モ ン ズ

　イ ン フ ォ メ
ー

シ ョ ン コ モ ン ズ （以下 IC ）は これ ま で の

図書館や情報セ ン タ
ー

とは異なり、  電子資料  コ ン ピ

ュ
ータ資源 と情報ネ ッ トワ

ー
ク  広い 机 ・作業場所 など

の 使い勝手 の よい 環境を整備 した もの で あ る。図書館、

学習 ・研究室とい っ た機能を統合 し、学生 の 学習 ・研究

活動 を向上 させ る こ とを目的に提唱 され た モ デル である 。

　ラ
ー

ニ ン グ コ モ ン ズ （以下 LC ）は 、　 IC を さらに展開

して 、学生 の 主体的 な学習活動を重視 し、学生が 自主的

に 問題解決を行い ，自分 の 知見 を加えて発信す るとい う

学習活動全般を支援するための 施設 とサ
ービ ス ・資料を

提供するモ デル で あ る。

4 − 2 ，学習の 場と学晋理論

ラ
ー

ニ ン グコ モ ン ズ は現在、米国や 日本 の 多くの 大学に

取 り入れ られてきてお り、こ の 導入 プ ロ グ ラム の 提案や

事例 の 分析 を要するで あろ うと考えられ る。書く大学は

学生 の 学習成果の 実現に向けて 様 々 な努力を行 っ て い る

が、学習 と使われ方 の 性質上す べ て の 大学と学生に対応

し た モ デ ル と い うの は つ く り得な い
。 2008 年 に ARL の

crit・StUartは 「学習 ス ペ ース の ため の 事前計画 ツー
ル キ ッ

ト」 （ARL 　Leaning　Space　Pre・Programming　Too 置Kit）を出版

した 。crit・StUartは 学生が大切だ と感 じるもの を把握す る

た め に調査 した り、 Campus 内 の 人気 の エ リア で ア ン ケ

ー
トを行 い 、その 中で、学生が学習す る過程 が特に大事

だ と語 っ て い る。そ の た めに 学部と連携 し、学部 の 方針

や課題 に適 し たサ
ービ ス の 提供や フ レ キ シ ブル な家具や

レ イ ア ウ トの しやす い 空間は大事だ と語 っ て い る。

4 − 3 ．事例概要

（1 ）エ モ リ
ー大学 Cox　H311

　エ モ リ
ー大学は 1836 年に設立 され 、全米有数 の 医学

大学院 、 経営大学院 を有 し、質の 高い 研究に 力を入れ つ

つ 、学部教育に も非常に力を入れてお り、研究 ・教育の

両方 にお い て質を重視 して い る大学で ある。 コ ッ ク ス ホ

ール は快適性 と科学技術を念頭に設計 され 、 空 間は レ ス

トラ ン やバ ーをイ メ ージ して お り、今ま で の 図 書館閲覧

席 とは
一線 を画 して い る。

　コ ッ クス ホ
ー

ル の 構成要素は 、Space（施設 ・設備）、

Stock（資料）、 Staff（職 員）とな っ て い る施設
・設備 として

は まず 、 通常 の 閲覧席よ りも広 い テ
ーブル や作 業場所 、

コ ン ピ ュ
ー

タ資源 とネ ッ トワ
ー

ク環境、必要 な資料群な

どが あ る。カ フ ェ や ラ ウ ン ジな どの 社交的な施設。そ し

て、グル
ープ学習室やプ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン室 。 移動可能

なパ ー
テ
ーシ ョ ン 等 による フ レ キ シ ブル な空間な どが付

設 されて い る こ ともある 。 資料と して は 、 従来図書館で

所蔵 し て い た印刷資料 の ほか 、 電子 ジ ャ
ー

ナ ル ・電子 ブ

ッ ク、電子辞書 ・ データベ ー
ス な どの 電子 資料 を利用可

能 とす る。また、こ れ らの施設 ・設備 と資料 を十分に活

用す るため の 人的な支援サ
ービ ス を行 っ て い る（図 1）。

図 1 エ モ り一大学 CoxHa皿 平面図

（2 ）ジ ョ
ージ ア 工 科大学 We8t1　East　Commons

ジ ョ
ージア エ 科大学は 1885 年 に設 立 され、全米有数 の

名門工 科大学 で あ る 。 ジ ョ
ージ ア エ 科大学の Westl　EaBt

Commons は週末 の 閉館時間以外 は 、 基本 24 時間利用

者に 開かれてお り、しか も正規 の 職員 の 支援サ
ービ ス が

開館 し て い る限 り常時提 供 され て い る。こ の 図書館 の ラ

ーニ ン グ コ モ ン ズ化を担 当 した crit　Stuatは 「学生 が 勉強

を始める時間の多くは 夜だが、そ の こ ろ勉強 を手助 け し

て くれるチ ュ
ー

ターは い な い 亅 と語 っ て お り、意図す る

とこ ろ で もある 。 大学が利用 の 調 査 を行 っ た と こ ろ 、
22

時〜2 時が最 も混み あ っ て い る時間帯 であ り、こ の 24 時

間サ
ー

ビ ス の 有効性が伺 える。また、利用者か らどの よ
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うな要求が あるか定期的に会合を行い 、要求を反 映 させ

て い る。（図 2 ）
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図 2 ジ ョ
ージ ア 工 科大学 East 　Commons 平面図

5 ，家具と空間構成

  広い 作業ス ペ ース

　 レ ポー
トや課題 を作成する とき 、 多くの 学生 は、ラ ッ

プ トッ プ PC を持 ち込み 、 資料や 書籍などを読み なが ら

説 明や討論 が しや すい もの が 好ま し く （図 9 ）、また、討

論 した資料やデー
タ が持 ち帰 っ た り、皆で 共有 す る こ と

が出来るも の が使われて い る （図 8 ）。

図 9 ミーテ ィ ン グス ペ ース　図 8 プ レゼ ン テーシ ョ ン 設備

  個1 空間

　ある程度雑音があ る方が集中で き るとい う意見 もあれ

ば、反対に静かな方が集中で きるとい う意見 もまたあ り、

図 4 広い 作業 ス ペ ー
ス

書き こ んだ り、 PC に入

力を行 っ た りす る 。 こ の

場合、PC や資料を広げ、

更 に作業を行 うス ペ ー
ス

が必要にな るた め作業を

行 う机 は 広 い 必 要性 が高

くな る 。 （図 4 ＞

  可変性の ある作業ス ペ ース

　小 さな部屋ではなくて も視覚的に遮る こ との で きるパ

ーテ ー
シ ョ ン 等 （図6 ）が で きれば気に ならない と い う

意見 もある 。 また、ある程度 の 雑音が ある方がか え っ て

集中で きる とい っ た意見 もあ り、そ の よ うな場所 は比較

的利用率が高い 場所で あ る （図 5 ）。

図 6 パーテーシ ョ ン

  ア ウ トプッ ト可能な設備

　グル
ープ学習やプ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン の 練習等を行 う場

合、自分の 考えを説明するア ウ トプ ッ トの ため の 設備は

図 7 グループ学習

個人 ブ ース やプ ライ ベ ー

トス タ デ ィ の 行 える ス ペ

ー
ス は必要で ある。また ミ

ー
テ ィ ン グや会議 等は空

間が 区 切 られ て い た 方 が

よ く、利用者人数 を固定 し

な い 計 画に す る こ とが で

きれ ば、施設効率 も上が る。

  快適性をあげる コ モ ン ス ペ ース

　 コ モ ン ス ペ ース は主に休憩や、飲食す るた めに利用 さ

れ 、家具は ゆ っ た りと快適性の 高い もの が多 い （図 9 ）。

また、そ こ は時 と して 作業の 場 とな る 。 窓際な どやア ン

カ
ー

テ
ーブル な どは滞在時間が比較的長 くな りやすい こ

とか ら利 用 され る （図 10）。

　 図 9 コ モ ン ス ペ ー
ス 図 10作業場としての コ モ ンス ペース

6 ．利用実態と利用者行勤

　図 11は エ モ リ
ー

大学 CoxHallの 12時 45 分か ら 13 時

45 分ま で の 1 時間の 動線を マ ッ ピ ン グ した もの で あ る。
コ ピーを 目的 とした動線 と通 過的な動線が多 く見られ る

結果 とな っ た 。 個人学習ス ペ ー
ス の 移動 は少 な く、また

目的行為ま で の 移動が直線的で あ っ た 。 また社交的な ス

ペ …
ス は誰か と喋 っ て か ら席に着 くな ど個人学習 ス ペ ー

ス へ 向か う動線 とは対照的 な行動 が見 られた 。 こ れ は他

の 大学 で も同 じ傾 向が見 られ た。また作業 中も図 11に 示

す よ うに会話 回数 が比較的多 く、討論や 教え合 い しな が

らの 学習ス タイル が見 られ た。また 、個人 で 作業す る ス
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ペ ース の 方が グル ープ学習室 よ りも 26％ 〜51％程 度高

い こ とが分か っ た。

灘 雛
　　一． ＼ 誌転藁浜 愚 嚢 鍍

’
｝．」 ＿．＿ ．＿、

　　　　　　図 11 エ モ リ
ー

大学 bOxHa　l　lの 動線

　 ジ ョ
ージ ア 工 科大学 の 場合、昼間の 時間帯は グル

ープ

で い て も、作業は PC を使 っ て入力を した り、紙に書き

込む等 とい っ た作業自体は 単独の 行動が多く見 られ （図

12）、 言葉で の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン はあ ま り見 られ なか っ

た。夜間 の グル
ー

プ学習で はホ ワ イ トボ
ー

ドを使 っ て 議

論 した り、PC の 入 力が狩 りは
一

人だ けで 討論 して い る

（図 13）行動が見 られた。

図 12 昼 聞 の グループ作業　　図 13 夜間の グループ作粟

　これ らか ら、学習実態に つ い て は時間も関係 して い る

と考え られ る。 調査を行 っ た昼時は学生たちの 都合や授

業な ど個人で学習す る レ ポー
ト作成などの 作業が 多い と

考え られ 、夜間は授業もサ ークル などもな く、知人 とも

ス ケジ ュ
ール を合わせやす く 、 皆で教え合いや討論をす

るの で はな い か と考え られ る。 在席率 も時間が経過す る

ことに 増加傾 向にあ っ た 。

7 ．学習環境に 配慮すべ き要素

  目的行為 ：行 為者 の 人数、属性
・行為 の 種類等をあ る

程度把握 し、座席間の 距離、広 さや形状、 レ イ ア ウ トを

段 階的に選択で き るよ うな家具や配 置は配慮す べ き要素

で あ り、計画時 には重要 にな っ て くる。

  諸空間 ： 大学図書館には 自学自習か ら生産活動 と行動

の違い に よ り作業 ス ペ ー
ス に違 い があるだけ で な く、そ

れ に伴 い パ ー
ソ ナ ル ス ペ ー

ス に も違 い が出 て くる。均等

配列 の 閲覧室だ け で な く柔軟 な教育環境を提供 す るた め

に、フ レ キ シ ブ ル な レ イ ア ウ トに対応 した机 や パ ー
テ
ー

シ ョ ン な ど を用 い た空間は有効 で あ る と考え る 。

  空間の ゾーニ ン グ ： PBL 等を行 う上 で 、他の 行為者

との 関係 をコ ン トロ ール す る空間構成、分節化は不 可欠

で あ る。そ の た め の 可動式 の パ ーテ ーシ ョ ン や組 合せ 自

由 自在な机 は効果が高 く、また視線や パ ーソ ナ ル 空 間 の

調整に素材も透明、半透明、不透明な ど素材 の 考慮 も重

要に な っ て くる。

  教育シス テ ム ： PBL を取り入れ た授業等、用途 目的

と教育シ ス テ ム に適応 し たサ
ービ ス には多様な機能 と柔

軟性 に長けた施設提供が必要にな っ て くる。

8 ．まとめ

　大学図書館 の 在 り方 つ い て は 各大学 の 附属図書館が実

例を踏まえ議論 を講 じて い るの が 現状 で ある。今回 の 事

例は大学側 が学生 の 求める学習 ス ペ ー
ス を把握 し、学生

の 意見 を大 い に 繁栄 した事例 で あ る 。 ま た学生側 も積極

的に利用し て お り、ホ ワ イ トポー ドなどを使 っ て 討論が

繰 り広 げ られ て い る様子 をみ る と学生 の使 い 方を限定 し

な い よ うな計画をする 必要が ある と感 じ られ た。また 、

事例で行われ て い た対応 は、PBL への 応用 の 可能性 を

実践 し た一
つ の モ デル で あると も考え られ る。 こ の よ う

な環境 を提供す る こ とは教育環境を整 えるだけ で は な く、

PBL を行 っ て い く中で研究 も発 展 して い くとい う展望

もあ る 。 今後は、日本にお ける事例の 行動調査 を行 い 、

利用者行動の 可能性を明 らか に し、図書館の 空間の もつ

社会的 ・相互 作用的性格 を最大化 して ゆ くた め の 施設 ・

設備 の 計画指針を提案 して 行きた い 。
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